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旅
行
保
険
・
ペ
ッ
ト
保
険
の

サ
イ
ト
を
改
良
し
た
。
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
か
ら
見
積
も
り

し
や
す
い
構
成
に
し
、
ス
マ

ホ
向
け
サ
イ
ト
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
ユ
ー
ザ
ー
が
利
用
し
や

す
い
サ
イ
ト
と
す
べ
く
改
善

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
生
保

に
つ
い
て
は
、
通
販
生
保
か

ら
は
撤
退
し
た
が
、
保
全
の

対
応
や
対
面
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
は
継
続
し
て
い
る
。

　
―
―
サ
イ
ト
に
関
す
る
取

り
組
み
は
。

　
杉
原
　
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ

イ
ト
は
、
当
社
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
発
信
し
た

い
と
考
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。
ま
た
社
員
の
行
動
指

針
も
明
確
に
示
す
こ
と
に
し

た
。
見
積
も
り
サ
イ
ト
全
体

は
、
世
の
中
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

の
流
れ
も
参
考
に
し
て
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
る
。
グ
ー
グ
ル

の
検
索
の
評
価
方
法
が
変
更

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

検
索
で
上
位
に
表
示
さ
れ
る

作
り
（
Ｓ
Ｅ
Ｏ
）
を
意
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
Ｕ
Ｒ

Ｌ
で
も
、
ス
マ
ホ
で
は
画
面

サ
イ
ズ
も
見
る
場
面
（
状

況
）
も
Ｐ
Ｃ
と
は
異
な
る
た

め
、
縦
配
列
で
の
一
括
試
算

結
果
画
面
や
ボ
タ
ン
サ
イ

ズ
、
タ
ッ
プ
し
た
際
の
色
や

直
感
的
な
操
作
に
つ
な
が
る

専
用
の
工
夫
も
し
て
い
る
。

　
―
―
今
年
度
の
方
針
を
。

　
杉
原
　
今
年
度
は
、
「
損

保
の
新
規
開
拓
と
既
存
の
お

客
さ
ま
の
Ｃ
Ｓ
向
上
」
「
Ａ

Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
」

「
働
き
方
改
革
の
推
進
」
を

３
本
柱
に
据
え
て
い
る
。
損

保
の
新
規
開
拓
で
は
、
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
の
ス
マ
ホ
化
対
応

を
更
に
進
め
る
と
と
も
に
、

Ｕ
Ｉ
（
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
）
の
改
善
・
Ｓ
Ｅ

Ｏ
対
策
に
力
を
入
れ
た
い
。

ま
た
、
既
存
の
お
客
さ
ま
の

契
約
更
改
を
し
や
す
く
す
る

た
め
に
、
マ
イ
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
検
討
し
て
い

る
。
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
て
は
保
険
業
界
版
の
Ｆ
ｉ

ｎ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
サ
ー
ビ
ス
、
つ

ま
り
Ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。
当
社
の
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
を
契
機
と
し
た
働

き
方
改
革
を
提
案
し
て
い
る

が
、
自
社
の
生
産
性
向
上
や

業
務
効
率
化
に
つ
い
て
も
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
会
社
の
「
ス
ピ
リ
ッ

ツ
」
と
し
て
「
私
が
や
り
ま

す
（
社
員
全
員
が
一
人
称
で

前
向
き
に
取
り
組
む
）
」

「
協
力
し
ま
す
（O

n
e 

for A
ll, A

ll for O
n
e

の
精
神
を
大
切
に
す
る
）
」

「
楽
し
く
や
り
ま
す
（
明
る

く
、
楽
し
く
元
気
に
取
り
組

む
）
」
を
掲
げ
て
お
り
、
こ

れ
を
浸
透
さ
せ
る
と
と
も
に

社
員
一
人
一
人
が
働
き
方
の

工
夫
を
す
る
よ
う
に
社
員
の

意
識
改
革
も
進
め
て
い
き
た

い
。

　（
注
）
同
社
が
提
供
す
る

保
険
の
一
括
比
較
見
積
も
り

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
保
険
マ

ト
リ
ク
ス
」
は
、
自
動
車
保

険
な
ど
の
見
積
も
り
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
即
時
に
行
っ
て
保

険
会
社
各
社
の
比
較
が
で
き

る
も
の
。
代
理
店
が
Ａ
Ｓ
Ｐ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
は
「
代
理
店
自

ら
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
新
規

開
発
が
不
要
」
「
自
社
の
ブ

ラ
ン
ド
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
」
「
シ
ス
テ
ム
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
フ
任

せ
」
な
ど
。
Ａ
Ｓ
Ｐ
（
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）
は
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
機

能
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で

顧
客
に
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提

供
す
る
こ
と
。

　
―
―
昨
年
度
の
振
り
返
り

を
。

　
杉
原
　
保
険
業
法
の
改
正

を
追
い
風
と
し
て
、
引
き
続

き
比
較
推
奨
販
売
や
意
向
把

握
・
確
認
や
情
報
提
供
義
務

に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
お
客
さ
ま
は
増
え
て

お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
の

売
り
上
げ
が
前
年
を
大
き
く

上
回
っ
た
。
ま
た
、
損
害
保

険
、
特
に
自
動
車
保
険
の
新

規
契
約
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

施
策
の
成
果
が
出
て
非
常
に

好
調
だ
っ
た
。
費
用
対
効
果

を
考
え
て
、
事
業
の
選
択
と

集
中
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
ペ
ッ
ト

保
険
に
力
を
入
れ
、
通
販
生

保
の
新
規
取
り
扱
い
は
停
止

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
―
―
Ａ
Ｓ
Ｐ
導
入
先
の
特

徴
な
ど
は
。

　
杉
原
　
導
入
い
た
だ
い
た

お
客
さ
ま
の
規
模
は
大
手
か

ら
中
小
ま
で
幅
広
い
。
昨
年

度
は
、
導
入
後
の
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
の
要
望
が
多
く
、
そ
こ

に
力
を
入
れ
た
。
具
体
的
に

は
、
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

の
対
応
」
「
見
積
者
の
デ
ー

タ
分
析
か
ら
成
約
率
の
向
上

に
結
び
付
け
る
こ
と
」
「
セ

グ
メ
ン
ト
し
て
メ
ー
ル
を
送

信
す
る
こ
と
」
な
ど
で
、
当

社
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ノ
ウ

ハ
ウ
的
な
も
の
と
併
せ
て
提

供
し
て
お
り
、
非
常
に
好
評

だ
。

　
―
―
最
新
の
取
り
組
み

は
。

　
杉
原
　
３
月
31
日
に
は
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
４
月
に
は
比

較
見
積
も
り
サ
イ
ト
の
海
外

杉原社長

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
フ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
は
、
昨
年
７
月
に
杉
原
弘
茂
社
長
が
就
任

し
、
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
を
加
速
さ
せ
た
こ
と
で
、
16
年
度
は
、
２
本
柱
で
あ

る
「
損
害
保
険
比
較
（
一
括
）
見
積
も
り
シ
ス
テ
ム
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
（
注
）
」

と
「
損
保
の
契
約
」
が
伸
展
し
た
。
業
績
も
前
年
度
を
上
回
り
好
調
だ
。
今
後
は
、

同
社
の
強
み
と
位
置
付
け
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
加
速
さ
せ
る
予

定
。
「
今
年
度
は
、
損
保
の
新
規
開
拓
と
既
存
の
お
客
さ
ま
の
Ｃ
Ｓ
向
上
、
Ａ
Ｓ
Ｐ

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
、
働
き
方
改
革
を
軸
に
取
り
組
む
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
フ
ル
に
活
用
し
た

マ
ネ
ー
ラ
イ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
『
安
心
』

『
ゆ
と
り
』
を
お
客
さ
ま
に
お
届
け
し
た
い
」
と
話
す
杉
原
社
長
に
、
具
体
的
な
方

針
を
聞
い
た
。 Ａ

Ｓ
Ｐ
事
業
が
好
調

Ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
サ
ー
ビ
ス
を
更
に
加
速

ＮＴＴイフ


